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 循環型診療所を目指しての葛藤 

とうはら歯科医院 
東原 健人 

 
７~８年前のことでしょうか？愛知県歯科医師会の講習会で、「一通りの治療を終え
た患者さんに数ヶ月おきに来院していただき、継続的に管理していく循環型の診療所

を目指しましょう。」という話を聞きました。当時、私の診療室は歯科衛生士さんの数

も不十分で、メインテナンスと称する定期的な口腔管理のアプローチはまったく行っ

ていませんでした。衛生士さんの数の問題以前に、自分自身がそういう観点から歯科

医療を捉えていませんでした。 
「なるほど、これからはこういったアプローチも重要だろう。」と一念発起し、マン

パワーを充実させると共に、診療体系も歯周治療に重点を置くスタイルへと移行して

いきました。 
簡単に移行できれば良いのですが、ここで一番の問題点はマンパワーを充実させる

ための歯科衛生士さんの確保です。幸い三河歯科衛生専門学校も設立され臨床実習を

受け入れたり、１年に２度だけですが医療保険の講義を持たせていただく機会を得ま

した。歯科医療は歯科衛生士さんを必要としているのに、愛知県立歯科衛生専門学校

は廃校となり、またカリキュラムは３年制へと延長され、未だに需給バランスは整っ

ていません。「引く手数多の歯科衛生士さん」をいかに雇用できるかは、医院経営にお

いても最重要の課題となっています。 
以前、衛生士学校の講師会議でもお話させていただいたのですが、１日の診療は飛

行機のフライトと似ていて、離陸時と着陸時に一番気を使います。だいたいスタッフ

が「先生、お話があるのですが…。」と申し出てくるのは、始業前と終了後です。特に

診療終了後の頻度が高くこの時間は最も危険な時間帯です。毎日無事着陸できること

を祈っています。 
昨年末に衛生士がイギリス留学で旅立ち、今年は結婚を控えた衛生士が３人います。

循環型診療所を目指しつつも、日々の葛藤が続く毎日です。 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．６１ 

三河歯科衛生専門学校 Ｈ２５．１．１７ 

１ 臨床実習から 

１）臨床実習１期まとめ・総合実習 
 １２月１２日に臨床実習１期が終了し、

４日間にわたって１期まとめ・総合実習

を行いました。『１期まとめ』では各自が

１期全体の自己評価を行い、学んだこと、

反省点を振り返るなかで今後の課題を見

つけることができました。『総合実習』で

はブラッシング指導法についての検討、

歯周病の患者を想定したプロービング・

ＴＢＩの相互実習を行いました。 

 自己評価項目とまとめは次の通りです。 

１．『当初の目的(各自の到達目標)は達 

成されましたか』 

予想以上2.5％、予定通り37.5％、あ 

と少し57.5％、できなかった2.5％で、 

残念ながら半分以上の学生が目標を達成 

できなかったと評価しています。 

２．『実習中は意欲的に学習しましたか』 

大変努力した27.5％、努力した62.5％、 

あまりしなかった0％でした。 

３．『実習によって知識は確実なものとな 

りましたか』 

大いに身についた35.0％、身についた 

65.0％、変化なし0％で、現場で見たり 

経験したことが知識となっています。 

４．『今回の実習施設で特に学べたこと 

は何ですか』 

“治療内容・術式”“診療の補助”“器 

具・器材の準備”“患者対応”等が多く、 

ＤＨさんの動きや気配りから知識・技術 

以外のことを学んだ学生も多くいました。 

５．『反省点をまとめましょう』 

“積極的に自ら動くことができなかっ 

た。”“知識不足でオロオロしてしまうこ 

とがあった。”“自分の言葉に置き換えた 

適切なＴＢＩができなかった。”などで、 

各々が具体的に反省をまとめていました。 

６．『次回の目標を立てましょう』 

“積極的に補助につき、患者さんに合 

った対応をしたい。”“自分のことで精一 

杯にならず、患者さんへの声掛けや気配 

りに気をつけたい。”など反省点を振り返 

った目標となっていました。 

２）臨床実習報告会 

「実習まとめ」の時間で“実習報告会”

を実施します。１期臨床実習からテーマ 

を選び、１人約１０分間で発表します。

成果を発表し、他の学生の学びを共有す

ることで今後の実習に生かします。 

２ 主な行事予定 

・始業式            1/10（木） 

＜１年生＞ 

・実力試験         1/10（木） 

・総合実習3/8（金）、3/12（火）～18（月） 

＜２年生＞ 

・全国統一模擬試験     1/10（木） 

・臨床実習２期  1/15(火)～3/13（水） 

・臨床実習２期まとめ、引継ぎ3/14（木） 

・総合実習 3/6（水）、15（金）、18（月） 

＜３年生＞ 

・全国統一模擬試験 1/10（木)、17（木） 

・卒業試験     1/21（月)～25（金） 

・国家試験          3/3（日） 

・卒業式           3/7（木） 

＜１・２年生＞ 

・終業式          3/19（火） 

・春休み        3/20（水）～4/7（日） 


